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TIPS＆TRICKSを超えた“本気で使える”テクニック

ボタンや入力欄に色を付けるときは要注意！

フォームの部品もHTMLの要素なので、

ふつうにCSSを指定できるが、注意点がい

くつかある。1つは、CSSに対応している

ブラウザーでもフォームの部品にはスタイ

ルの指定がうまく効かないことがある点だ。

たとえばOpera 6では、枠線は入力欄の

枠の外側に別に引かれてしまう。

Netscape Navigator（NN）4では、ゴミの

ような四角が表示されたり、入力欄が消え

てしまったりすることもある。

2つ目は、ウィンドウズXP上でのInternet

Explorer（IE）6の場合に、背景色や枠線

を指定すると、ボタンや入力欄のデザイン

がXPのものではなく、ウィンドウズMe以前

のデザインになること。XPのデザインに慣

れているユーザーはとまどうかもしれない。

3つ目は、凝りすぎに気をつけること。ス

タイルをいじりすぎて、ボタンがボタンのよ

うに、入力欄が入力欄のように見えなくな

ると、使いづらいフォームになる。

HTMLの中でも、掲示板や検索に使われるフォームは、ウェブページとサーバー上のプログラムをつなぐための大切な機能だ。なるべ

く多くの人に使ってもらえるように、フォームをきれいに飾り付けてみよう。今回は、ボタンやテキスト入力欄にCSSでスタイルを指定

するうえでの注意点やちょっとしたトリックなどを紹介していこう。

HTML MANIAXで紹介したテクニックは http://internet.impress.co.jp/maniax/でソースを公開！文：佐藤和人
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① tips1-1.html

* input.text, * textarea { border: 1px solid red; }

textarea { overflow: hidden; }

input.submit { width: 12em; }

table { border-left: 8px solid #FC8; }

② tips1-2.html

input.text { border-style: none;

border-bottom: 2px solid red; }

* textarea { border: 2px dotted red;

overflow: hidden; }

③ tips1-3.html

input.text, textarea { border-style: none;

background-color: #FFC; }

textarea { overflow: hidden; }
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［ 枠線で入力欄を飾る ］
連載第6回（3月号）では、枠線の変わった使い方をいくつか紹介した。CSSの枠線は、input

要素やtextarea要素などのフォームの部品にも適用できる。いつもとは違った入力欄にし

て、フォームをおしゃれに飾ってみよう。

ウィンドウズXP上のIE 6はテキスト入

力欄を青い実線にするが、それ以外のブ

ラウザーでは灰色の立体的な線になる。

ソース①は、クラス名が「text」のinput要

素とtextarea要素にborderプロパティー

を指定して、どのブラウザーでも枠線が赤

い実線になるようにしたものだ。「submit」

というクラス名を付けた送信ボタンは、

widthプロパティーで幅を広げて目立たせ

ている。

なお、textarea要素にはoverflow: auto

を指定している。ウィンドウズ版IEでは、

この指定によって複数行の入力欄のスク

ロールバーを消し、文字があふれたときに

だけスクロールバーを表示させるようにで

きる。

CSSでは、上下左右の枠線のスタイル

を変えることができるし、枠線を消すこと

もできる。この性質は、テキスト入力欄に

も応用できる。ソース②は、クラス名

「text」のinput要素の枠線を消し、下の

枠線だけ赤い実線にしたものだ。シンプ

ルで斬新なデザインのフォームになる。

textarea要素は、枠線を消すとさすがに

分かりにくくなるので、赤い点線にした。

ソース③は、枠線を取り払い、黄色い背

景色を付けたもの。こちらは枠線なしでも

どこが入力欄か分かるし、すっきりしたデ

ザインだ。

なお、ソース①と②では、アスタリスク

（全称セレクター）を要素名の前に付けて

いるところがある。これは、NN4対策の

テクニックだ。NN4ではinput要素や

textarea要素にborderプロパティーを指

定すると表示がおかしくなる。NN4は全

称セレクターに対応していないので、アス

タリスクを付けるだけでCSSの一部を無

効にできるのだ。

入力欄の枠線に色を付ける

入力欄のデザインをシンプルに

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



② tips2-2.html（CSS部分）

#submit1 { display: none; }

span#submit1 { display: inline; }

input#submit2 { display: none; }

③ tips2-2.html（HTML部分）

<span id="submit1"><button type="submit"><img 

src="heart.gif" alt="">ì送信</button></span>

<input id="submit2" type="submit" value="送信">

① tips2-1.html

á@ tips2-1.html

input.submit { width: 142px; height: 24px;

border-style: none;

background: white url(button1.gif) no-repeat; }
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テキスト入力欄の次は、ボタンを画像で飾る方法を紹介しよう。ボタンと画像と言えば、

type属性を「image」にしたものを思い浮かべるかもしれないが、CSSやHTML 4の機能

を使えばもっと柔軟なデザインができる。

［ ボタンと画像の組み合わせ ］

テキスト入力欄やボタンなどフォームの

部品にも、CSSで背景画像を指定でき

る。ソース①は、送信ボタン（クラス名を

「submit」としたinput要素）に背景画像を

指定したものだ。ボタンの四角が画像の

サイズと一致するように、widthプロパテ

ィーやheightプロパティーには画像の幅

や高さと同じ数字を指定している。また、

border-styleプロパティーをnoneとして

枠線を消した。

ソース①のサンプルをうまく表示できる

のは、ウィンドウズ版IE、ネットスケープ6

以降、Opera 7だ。マッキントッシュ版

のIE 5では、ボタンの文字が上端にくっ

つくように表示されるので、少々格好が悪

くなる。

ボタンと画像を組み合わせるもう1つ

の方法として、CSSではなくHTML 4の

button要素を使う手がある。button要素

では<button>～</button>の間にテキス

トだけでなく、たいていの要素を入れられ

る。img要素を入れれば、画像付きのボ

タンになるわけだ。

しかし、NN4ではbutton要素に対応し

ていないので、フォームが送信できなくな

ってしまう。そこで次のような手を使った。

ソース③では、button要素とinput要素を

並べる。button要素はID名を「submit1」

としたspan要素で囲む。input要素のID

名は「submit2」とする。ソース②のCSS

では d i s p l a yプロパティーを使い、

「#submit1」を非表示、「span#submit1」

は表示、「input#submit2」は非表示とす

る。NN4では、「要素名＋#＋ID名」とい

うセレクターに対応していないので、input

要素だけが表示される。それ以外のブラ

ウザーではbutton要素だけが表示される

という仕掛けだ。

ボタンに背景画像を付ける

button要素を上手に使う

Internet Explorer 6 ネットスケープナビゲーター4
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② tips3-2.html（JavaScript部分）

function focusInput (obj) {

if(!document.getElementById) return;

obj.style.borderColor = "red";

obj.style.backgroundColor = "#FFFFAA";

obj.style.color = "maroon";

}

function blurInput (obj) {

if(!document.getElementById) return;

obj.style.borderColor = "#FC8";

obj.style.backgroundColor = "white";

obj.style.color = "black";

}

① tips3-1.html

* input.text, * textarea { border: 1px solid #FC8;

background-color: white; color: black; }

input.text:focus, textarea:focus { border-color: red;

background-color: #FFC; color: maroon; }

③ tips3-2.html（HTML部分）

<input class="text" type="text" name="name" size="40"

onfocus="focusInput(this);"

onblur="blurInput(this);">
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［ フォーカスに合わせて色を付ける ］
画像や枠線を単純に加えるだけでなく、ユーザーの操作に応じてダイナミックにスタイルを

変えるようなフォームを作ってみよう。CSSの機能を使えば簡単なのだが、ウィンドウズ版

IEではJavaScriptを使った工夫が必要になる。

CSSにはfocus疑似クラスという機能

がある。「要素名:focus」というセレクター

を使えば、要素にフォーカスが当たったと

きのスタイルを指定できる。ソース①のよ

うにinput要素やtextarea要素でfocus

疑似クラスを使えば、テキストを入力中の

欄だけ背景色や文字色、枠線の色を変

えることが可能だ。現在どの欄を入力中

なのかが一目で分かるので、使いやすい

フォームになる。しかし、focus疑似クラ

スに対応しているのは、ネットスケープ6

以降、マッキントッシュ版IE 5、Opera 7

だけだ。残念ながらウィンドウズ版IEは

対応していない。

ソース②と③は、ウィンドウズ版IEでも

focus疑似クラスのような機能を使えるよ

うに、入力欄の色を変えるスクリプトを作

ってみたものだ。まず、色を変えたい入力

欄には、あらかじめソース③のようにイベ

ント属性onfocusとonblurを記述し、そ

れぞれ関数focusInputとblurInputを呼

び出すようにしておく。関数の引数にはそ

の要素自身を表すthisを渡す。

ソース②がJavaScriptのソースだ。関

数focusInputは入力欄にフォーカスが当

たったときに呼び出され、blurInputはフ

ォーカスがはずれたときに呼び出される。

関数focusInputでは、まず古いブラウザ

ー で 実 行 さ れ な い よ う に 、

document.getElementByIdをチェックす

る。引数objを使ってstyleオブジェクトの

プ ロパ ティー b o r d e r C o l o r 、

backgroundColor、colorの値を変えれ

ば、フォーカスが当たった入力欄の枠線

の色、背景色、文字色が変わる。関数

blurInputは、同様にしてフォーカスがはず

れたときの色を元に戻している。これで、

ダイナミックに入力欄の色が変わるスク

リプトの完成だ。

:focusがだめならJavaScript
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